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ックスバリューで販売する花壇苗には「神戸花物語」

のラベルをつけて出荷をした。毎年３月下旬に神戸

市で開催される「神戸花物語」という消費者向けイ

ベントのロゴマークを付けることで、花壇苗がイベ

ントとタイアップして販売されていることを印象づ

けた。この試みによって、伊川谷産花壇苗の認知度

を高めることができ、マックスバリューとの取引で

は2009年３月までの１年間に約８万ポット出荷し

た。

花壇苗産地における経営改善の取組

課題に取り組んだ背景

神戸市西区伊川谷町では、11戸の農家が伊川鉢物

部会を組織し、約９haの面積で年間約600万ポット

の花壇苗を生産している。近年、全国的に生産が過

剰傾向で産地間競争が激化し、単価の低迷が続いて

いる。このため、伊川鉢物部会の売上高は年々減少

し、生産者の所得も低下している。伊川鉢物部会は、

これまで市場出荷中心の産地であった。ホームセン

ター等の花壇苗販売が主流を占めている現在では、

今後、厳しい産地間競走に勝ち抜くために、これら

の量販店への出荷も視野に入れていく必要があると

考えられる。そこで、新たな販売先確保を含めた産

地の再生に取り組んだ。

新たな販売先の確保

個々の経営不振を打破し、産地としての勢いを取

り戻すには、安定した価格で大量に仕入れる販売先

の確保が必要であった。今回取り組んだイオングル

ープとの取り引き開始にあたり、生産者と市、ＪＡ

等関係機関が一体となって交渉にあたり、生産者自

らも直接バイヤーに出荷情報や生産コスト等の状況

を伝えるようにした。その結果、2007年10月にはイ

オングループと、2008年３月には兵庫県下50店舗の

マックスバリューとの契約出荷が始まった。

産地のＰＲ

過去に他産地商品との差別化の取り組みがなく、

販売数量が伸びなかったことの反省をふまえて、マ

図１　量販店に並ぶ伊川鉢物部会の花壇苗

図２ 「神戸花物語」のラベルつきの花壇苗

今後の方針

今回、量販店との契約出荷に取り組み、改めて、

部会内での課題がいくつか見つかった。例えば、鉢

物部会員の経営内容により、生産品目の生産量や品

質にばらつきがあるため、この取組に参加できない

生産者が生じた。今後も部会として取り引きを続け

ていくためには、個々の経営の中での生産状況を見

直し、量販店向けの計画的な栽培・出荷を実践し、

部会全体がＡ級品といわれる品質の物を一定量、安

定して生産することが必要である。

今後は栽培管理方法の平準化を図り、計画どおり

に栽培、出荷できるよう、栽培基準づくりやその励

行を支援していきたい。
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